
410 6

第410回公開テスト 小6算数 解説動画(2026年7月12日実施) https://vimeo.com/1208981682/7021837468

希学園 第 回 小 公開テスト 解説動画

下記、URLよりご視聴いただけます。

動画タイトル URL



希学園 第410回 公開テスト 小６ 算数 2026年７月12日実施 模範解答 制限時間50分

１ (時間)60 1.5 ２ ５

２ (人) (通り)217 ４ 102 ９

３ (㎠) (㎝) (㎝) (㎝)225 44 45 12

４ 円 (％) (個)450 11.1 120

５ ｍ 毎分 ｍ 分 ｍ160 20 ７ 2400

６ ㎝ ㎠ ㎠18 312 408

７ 通り 通り 通り５ ７ 15

(配点)

各４点×25



希学園 第410回 公開テスト 小６ 算数 2026年７月12日実施 解説 (２－１)

１ 125秒×144＝125秒×８×18＝18000秒 18000÷60÷60＝５(時間)

２ 100＝１ ２ ４ ５ 10 １＋２＋４＋５＋10＋20＋25＋50＋100＝217
× × × × ×
100 50 25 20 (10)

部活動ＡとＢを合わせて，男子が２人，女子が10人。部活動Ｃの男女の人数が

同じなので，３つの部活動を合わせた男女の人数の差は，10－２＝８(人)

部活動Ｄの男子の割合が30％ → 男女比は，0.3：(１－0.3)＝３：７

３
８× ＝６(人)…部活動Ｄの男子 ６－２＝４(人)ずつ。

７－３

問題文から，３と11の最小公倍数である33は13番目。

40÷13＝３(セット)あまり１より，33×３＝99の次。

よって，99＋３＝102

ＡとＣの間の大きさとなるＢについて考える。

Ｂ＝Ａのとき，Ａ：Ｂ：Ｃ＝１：１：２

200を１：１：２に比例配分すると，Ａ，Ｂ，Ｃはそれぞれ50，50，100。

Ｂ＝Ｃのとき，Ａ：Ｂ：Ｃ＝１：２：２

200を１：２：２に比例配分すると，Ａ，Ｂ，Ｃはそれぞれ40，80，80。

Ａ＜Ｂ＜Ｃより，Ａとして考えられる整数は，41から49までの９通り。

３ 右の図の二等辺三角形４個分として考える。

30÷２＝15(㎝)

15×15÷４×４＝225(㎠)

右の図のように，正方形イの１辺の長さを

１(㎝)とすると，正方形アの１辺の長さは

0.5＋20(㎝)となる。

この長方形のたての辺の長さで考えて，

図２のたて…1.5＋20(㎝)

図３のたて…２＋12(㎝)

これが等しいので，(20－12)÷(２－1.5)＝16(㎝)…１

よって，この長方形のたての長さは，16×1.5＋20＝44(㎝)

●は円すいの側面にふれているので，右の図のように

平面で考える。この図は円すいの頂点，２つの●，底

面の円の直径を通る切断面のようなものと考える。直

方体の底面の長方形の対角線上となる２つの●の間は，

問題文から対角線の長さである10㎝で，円すいの底面

の円の直径は，15×２＝30(㎝)

右の図から相似を考えると，円すいの高さは，

３30：10＝３：１ 30× ＝45(㎝)
３－１

(補足)２つの●の間が６㎝や８㎝ではない理由は，円すいの頂点と，６㎝や
ほ

８㎝の辺を通る切断面が，円の直径を通らないためである。

立方体の表面積は正方形が６枚ぶんで，１回の切断により２枚ふえて８枚ぶん
まい

１ ２
となる。これを２：１に分けるので，８× ＝２─(枚ぶん)…下側

２＋１ ３
２

正方形２─枚ぶんのうち２枚ぶんは上下の面なので，側面の長方形１つの面積３
２ １ １

は，─÷４＝─より，正方形─枚ぶんになる。
３ ６ ６

１ １
問題の図から，２㎝が立方体の高さの─なので，２÷─＝12(㎝)

６ ６
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希学園 第410回 公開テスト 小６ 算数 2026年７月12日実施 解説 (２－２)

４ 75000÷200＝375(円)…１個あたりの原価

375×(１＋0.2)＝450(円)

450－400＝50(円)の値下げを行った。

50÷450×100＝11.11…(％) → 11.1％

75000＋11000＝86000(円)…総売り上げ

(86000－400×200)÷(450－400)＝120(個)

５ ２人がすれちがったのは甲乙両地点間のまん中より80ｍ乙地点寄りの地点。

よって，それまでにＡ君は２地点間のきょりの半分より80ｍ多く歩き，Ｂ君は

２地点間のきょりの半分より80ｍ少なく歩いている。

よって，２人が歩いたきょりは，80×２＝160(ｍ)の差がある。

の160ｍの差は，出発してから８分でできたもの。

２人の歩く速さの差は，160÷８＝20(ｍ/分)

Ａ君が乙地点に着いたとき，Ｂ君は甲地点まであと300ｍの地点にいる。

300ｍは２人が歩いたきょりの差なので，Ａ君は出発してから，

300÷20＝15(分後)に乙地点に着く。

よって，２人がすれちがってからの時間は，15－８＝７(分)

Ａ君はＢ君とすれちがうまでが８分，すれちがってからが７分なので，Ａ君と

Ｂ君の歩く速さの比は８：７。

８
よって，Ａ君の歩く速さは，20× ＝160(ｍ/分)で，

８－７

甲乙２地点間のきょりは，160×15＝2400(ｍ)となる。

６ 相似の関係から，

８：12＝12： → ＝18(㎝)

相似の関係から，長方形内部の左下と右上の

２つの直角三角形は相似かつ対応する１辺の

長さ(△)が同じ長さなので，合同。よって，

右の図の□の長さは対応する辺から，12㎝。

(12＋12)×(８＋18)＝624(㎠)…全体

８×12÷２＝48(㎠) 12×18÷２＝108(㎠)

624－(48＋108)×２＝312(㎠)

12㎝

８㎝

12㎝

×

×

×

×

□㎝

△

△

相似の関係から，右の図のようになる。

③＋ ＝36(㎝)，①＋ ＝28(㎝)

これを解いて，①＝10㎝， ＝６㎝，

③＝30㎝， ＝18㎝

36×28＝1008(㎠)…全体

６×10÷２＝30(㎠) 18×30÷２＝270(㎠)

1008－(30＋270)×２＝408(㎠)

７ 問題の例にある高さ３㎝の直方体は，右の図のように

(１１１)と(１２)で表せる。高さ４㎝の直方体を作る

方法は，(１１１１)と(１１２)と(１２１)と(２２)で，

回転により，２がない，または２が１つのものはすべ

て１通りだが，(２２)は２つの「２」が同じ向きかね

じれているかの２通りある。

よって，１＋１＋１＋２＝５(通り)

(１１１１１)と(１１１２)と(１１２１)と(１２２)と(２１２)の組み合わせが

ある。(１２２)と(２１２)は と同じように，それぞれ「２」が同じ向きかね

じれているかの２通りある。よって，１＋１＋１＋２＋２＝７(通り)

(１１１１１１)と(１１１１２)と(１１１２１)と(１１２１１)と(１１２２)と

(１２１２)と(２１１２)と(１２２１)と(２２２)の組み合わせがある。

のものはすべて１通り， のものは

すべて２通り。(２２２)は右の図のように

上中下で考えて，３個とも同じ向き，上中

の２個の向きだけが同じ，上下の２個の向

きだけが同じ，の３通りある。よって，

１×４＋２×４＋３×１＝15(通り)

(配点)各４点×25
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